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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル通信に用いるシステムであって、
　ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）と、
　前記ＵＥにデバイストリガに関する情報をＭＴＣ―ＩＷＦ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ
　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ―Ｉｎｔｅｒｗｏｒｋ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を経由して送
信するＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｓｅｒｖｅｒ）と、
　前記デバイストリガのためのＭＴＣ―ＩＷＦアドレスのフィールドを含むＣＤＲ（Ｃｈ
ａｒｇｉｎｇ　Ｄａｔａ　Ｒｅｃｏｒｄ）を発生し、前記デバイストリガの課金のために
前記ＣＤＲをＣＤＦ（Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｄａｔａ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）に転送する前記
ＭＴＣ―ＩＷＦと、
　を有するシステム。
【請求項２】
　モバイル通信に用いるシステムの課金方法であって、
　ＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｓｅｒｖｅｒ）が、ＵＥ（Ｕｓｅｒ
　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）にデバイストリガに関する情報をＭＴＣ―ＩＷＦ（Ｍａｃｈｉｎ
ｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ―Ｉｎｔｅｒｗｏｒｋ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）
を経由して送信し、
　前記ＭＴＣ―ＩＷＦが、前記デバイストリガのためのＭＴＣ―ＩＷＦアドレスのフィー
ルドを含むＣＤＲ（Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｄａｔａ　Ｒｅｃｏｒｄ）を発生し、前記デバイ
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ストリガの課金のために前記ＣＤＲをＣＤＦ（Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｄａｔａ　Ｆｕｎｃｔ
ｉｏｎ）に転送する、
　システムの課金方法。
【請求項３】
　モバイル通信システムに用いるＭＴＣ―ＩＷＦ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎ―Ｉｎｔｅｒｗｏｒｋ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）であって、
　ＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｓｅｒｖｅｒ）からデバイストリガ
メッセージを受信する受信部と、
　デバイストリガのためのＭＴＣ―ＩＷＦアドレスのフィールドを含むＣＤＲ（Ｃｈａｒ
ｇｉｎｇ　Ｄａｔａ　Ｒｅｃｏｒｄ）を発生する制御部と、
　前記デバイストリガの課金のために前記ＣＤＲをＣＤＦ（Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｄａｔａ
　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）に転送する送信部と、
　を有するＭＴＣ―ＩＷＦ。
【請求項４】
　モバイル通信システムに用いるＭＴＣ―ＩＷＦ（Ｍａｃｈｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎ―Ｉｎｔｅｒｗｏｒｋ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）の課金方法であって、
　ＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｓｅｒｖｅｒ）からデバイストリガ
メッセージを受信し、
　デバイストリガのためのＭＴＣ―ＩＷＦアドレスのフィールドを含むＣＤＲ（Ｃｈａｒ
ｇｉｎｇ　Ｄａｔａ　Ｒｅｃｏｒｄ）を発生し、
　前記デバイストリガの課金のために前記ＣＤＲをＣＤＦ（Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｄａｔａ
　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）に転送する、
　ＭＴＣ―ＩＷＦの課金方法。
【請求項５】
　前記ＭＴＣ―ＩＷＦは、前記ＳＣＳがデバイストリガを実行することを承認されている
かチェックする、請求項１記載のシステム。
【請求項６】
　前記ＣＤＲは、前記ＵＥのＩＤを含む、請求項１記載のシステム。
【請求項７】
　前記ＭＴＣ―ＩＷＦは、前記ＳＣＳがデバイストリガを実行することを承認されている
かチェックする、請求項３記載のＭＴＣ―ＩＷＦ。
【請求項８】
　前記ＣＤＲは、前記ＵＥのＩＤを含む、請求項３記載のＭＴＣ―ＩＷＦ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＭＴＣ（Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）のＳＤ
Ｔ（Ｓｍａｌｌ Ｄａｔａ Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）及びデバイストリガの課金（ｃｈ
ａｒｇｉｎｇ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　非特許文献１において、ＳＤＴの研究は高い優先度を有する。その上、制御プレーンを
介するＳＤＴについては、３ＧＰＰ（３ｒｄ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｐａｒｔｎｅｒｓｈ
ｉｐ Ｐｒｏｊｅｃｔ）にて合意されている。したがって、制御プレーンを介するＳＤＴ
の課金は問題となる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＲ２３．８８７、“Ｍａｃｈｉｎｅ－Ｔｙｐｅ　ａｎｄ　
ｏｔｈｅｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｄａｔａ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
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ｔｉｏｎｓ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔｓ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１２）”、Ｖ１．０．０、
２０１３年６月，５．１．１．３．３．１．４節及び５．２．２．３．１．１．２節、２
３頁及び７６頁
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ　３２．２４０、“Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ；Ｃｈａｒｇｉｎｇ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ；Ｃｈａｒｇｉｎ
ｇ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　ａｎｄ　ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ　（Ｒｅｌｅａｓｅ　１
２）”、Ｖ１２．０．０、２０１３年３月、４．１．１節及び４．１．２節、１６頁
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　非特許文献１には、ＳＤＴ及びＭＴＣデバイストリガのためのＣＤＲ（Ｃｈａｒｇｉｎ
ｇ Ｄａｔａ Ｒｅｃｏｒｄ）を生成するＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎ
ｔ）またはＭＴＣ－ＩＷＦ（ＭＴＣ Ｉｎｔｅｒ－Ｗｏｒｋｉｎｇ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）に
ついての説明は少しある。
【０００５】
　しかし、非特許文献１には、ＣＤＲがどのように生成され、伝送され得るかの詳細は全
くない。
【０００６】
　なお、非特許文献２は、ユーザプレーンを介する課金については開示しているが、制御
プレーンを介する課金については全く開示していない。
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、制御プレーンを介するＳＤＴ及びＭＴＣデバイストリガ
の課金のための解決策を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の目的を達成するために、本発明の第１の態様にかかるネットワークノードは、Ｍ
ＴＣデバイスとＳＣＳ（Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ Ｓｅｒｖｅｒ）との間の
制御プレーンを介するメッセージを中継する中継手段と、中継に成功したメッセージの数
をカウントするカウント手段と、前記カウントされた数に基づいてＣＤＲを生成する生成
手段と、を含む。前記メッセージは、メッセージサイズが所定のサイズ以下であり、前記
ＭＴＣデバイスから前記ＳＣＳへ配信される第１のメッセージ、メッセージサイズが前記
所定のサイズ以下であり、前記ＳＣＳから前記ＭＴＣデバイスへ配信される第２のメッセ
ージ、又は、前記ＳＣＳから前記ＭＴＣデバイスへ配信され、前記ＭＴＣデバイスと前記
ＳＣＳとの通信を引き起こすためのトリガメッセージである。
【０００９】
　また、本発明の第２の態様にかかる通信システムは、ＭＴＣデバイスと、ＳＣＳと、前
記ＭＴＣデバイスと前記ＳＣＳとの間の制御プレーンを介するメッセージを中継するネッ
トワークノードと、を含む。前記ネットワークノードは、中継に成功したメッセージの数
をカウントし、前記カウントされた数に基づいてＣＤＲを生成するよう構成される。前記
メッセージは、メッセージサイズが所定のサイズ以下であり、前記ＭＴＣデバイスから前
記ＳＣＳへ配信される第１のメッセージ、メッセージサイズが前記所定のサイズ以下であ
り、前記ＳＣＳから前記ＭＴＣデバイスへ配信される第２のメッセージ、又は、前記ＳＣ
Ｓから前記ＭＴＣデバイスへ配信され、前記ＭＴＣデバイスと前記ＳＣＳとの通信を引き
起こすためのトリガメッセージである。
【００１０】
　さらに、本発明の第３の態様にかかる方法は、ＭＴＣデバイスとＳＣＳとの間の制御プ
レーンを介するメッセージを中継するネットワークノードにおけるオペレーションを制御
する方法を提供する。この方法は、中継に成功したメッセージの数をカウントし、前記カ
ウントされた数に基づいてＣＤＲを生成することを含む。前記メッセージは、メッセージ
サイズが所定のサイズ以下であり、前記ＭＴＣデバイスから前記ＳＣＳへ配信される第１
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のメッセージ、メッセージサイズが前記所定のサイズ以下であり、前記ＳＣＳから前記Ｍ
ＴＣデバイスへ配信される第２のメッセージ、又は、前記ＳＣＳから前記ＭＴＣデバイス
へ配信され、前記ＭＴＣデバイスと前記ＳＣＳとの通信を引き起こすためのトリガメッセ
ージである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明により、上述の課題を解決することができる。したがって、制御プレーンを介す
るＳＤＴ及びＭＴＣデバイストリガの課金のための解決策を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施の形態にかかる通信システムの構成例を示すブロック図である。
【図２】実施の形態にかかる通信システムの処理例を示すシーケンス図である。
【図３】実施の形態にかかる通信システムの他の処理例を示すシーケンス図である。
【図４】実施の形態にかかるネットワークノードの構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。
【００１４】
　本実施の形態では、ローミングしない（ｎｏｎ－ｒｏａｍｉｎｇ）ＵＥ（Ｕｓｅｒ Ｅ
ｑｕｉｐｍｅｎｔ）及びローミングする（ｒｏａｍｉｎｇ）ＵＥのためのＳＤＴ及びＭＴ
Ｃデバイストリガの課金のための解決策を提案する。この解決策は、ＭＴＣ－ＩＷＦを経
由して転送される他の通信に適用することもできる。さらに、課金のための新たなインタ
フェースが導入される。これは、オペレータが課金を望む他の如何なるＴ５を介して配信
されるデータに適用することもできる。
【００１５】
　例えば、３ＧＰＰにおいて、ＳＤＴは、最大１ｋＢのサイズのメッセージをサポートす
る。Ｓｍａｌｌ Ｄａｔａの典型例は、センサ又はメータの測定値、及び、自動販売機の
売上を含む。ＭＴＣデバイストリガは、ＭＴＣデバイスとＳＣＳとの通信を引き起こすた
めのメッセージである。ＭＴＣデバイスは、ＭＴＣに対応するＵＥであり、以下の説明に
おいて「ＭＴＣ ＵＥ」又は「ＵＥ」とも称される。
【００１６】
＜ローミングしないケース＞
　非特許文献１に開示されているように、ＭＴＣ－ＩＷＦは、ＳＤＴ及びＭＴＣデバイス
トリガのためのＣＤＲを生成することができる。本実施の形態は、ＭＴＣ－ＩＷＦによる
ＣＤＲの生成及び送信に関する解決策を紹介する。図１にアーキテクチャを示す。
【００１７】
　図１に示すように、本実施の形態にかかる通信システムは、コアネットワーク（３ＧＰ
Ｐ ｎｅｔｗｏｒｋ）と、ＲＡＮ（Ｒａｄｉｏ Ａｃｃｅｓｓ Ｎｅｔｗｏｒｋ）を介して
コアネットワークに接続される１以上のＭＴＣ ＵＥ １０と、コアネットワークの外に位
置するＳＣＳ ５０と、を含む。なお、図示を省略するが、ＲＡＮは、複数の基地局（例
えば、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ Ｎｏｄｅ Ｂ））によって形成される。
【００１８】
　ＭＴＣ ＵＥ １０は、コアネットワークにアタッチする。ＭＴＣ ＵＥ １０は、一つ又
は複数のＭＴＣアプリケーションをホスト（ｈｏｓｔ）することができる。外部ネットワ
ークにて対応するＭＴＣアプリケーションは、ＳＣＳ ５０上でホストされる。ＳＣＳ ５
０は、ＭＴＣ ＵＥ １０と通信するためにコアネットワークに接続する。
【００１９】
　また、コアネットワークは、そのネットワークノードの一部として、ＭＭＥ ２０と、
オンライン課金のためのＯＣＦ（Ｏｎｌｉｎｅ Ｃｈａｒｇｉｎｇ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）３
１と、オフライン課金のためのＣＤＦ（Ｃｈａｒｇｉｎｇ Ｄａｔａ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）
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３２と、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０と、を含む。また、コアネットワークは、他のネットワー
クノードとして、ＳＧＳＮ（Ｓｅｒｖｉｎｇ ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ Ｐａｃｋｅｔ 
Ｒａｄｉｏ Ｓｅｒｖｉｃｅ） Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｎｏｄｅ）、ＨＳＳ（Ｈｏｍｅ Ｓｕｂｓ
ｃｒｉｂｅｒ Ｓｅｒｖｅｒ）、ＣＧＦ（Ｃｈａｒｇｉｎｇ Ｇａｔｅｗａｙ Ｆｕｎｃｔ
ｉｏｎ）、等を含む。ＨＳＳは、ＭＴＣ ＵＥ １０の加入者情報（ｓｕｂｓｃｒｉｐｔｉ
ｏｎ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）等を管理する。
【００２０】
　ＭＭＥ ２０は、ＲＡＮとＭＴＣ－ＩＷＦ ４０との間のトラフィックを中継する。ＳＧ
ＳＮは、ＭＭＥ２０と同様に機能する。
【００２１】
　ＯＣＦ ３１及びＣＤＦ ３２は、ＣＧＦに接続される。なお、以下の説明においてＯＣ
Ｆ ３１及びＣＤＦ ３２は、「ＯＣＦ／ＣＤＦ」とも称され、まとめて符号３０により表
される。
【００２２】
　典型的なＭＴＣ－ＩＷＦと同様に、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＳＣＳ ５０に対するコア
ネットワークへの入力ポイント（ｅｎｔｅｒｉｎｇ ｐｏｉｎｔ）としての機能を果たし
、ＭＴＣ ＵＥ １０とＳＣＳ ５０との間の制御プレーン（リファレンスポイント「Ｔ５
」及び「Ｔｓｐ」）を介するメッセージを中継する。その一方で、典型的なＭＴＣ－ＩＷ
Ｆとは異なり、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＭＴＣデバイストリガと、ＭＯ（Ｍｏｂｉｌｅ 
Ｏｒｉｇｉｎａｔｅｄ）及びＭＴ（Ｍｏｂｉｌｅ Ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ）ＳＤＴを記録
する。さらに、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＣＤＲを生成し、オンライン課金のためのＯＣ
Ｆ ３１又はオフライン課金のためのＣＤＦ ３２へ送信する。
【００２３】
＜ＣＤＲ送信のための新たなインタフェース＞
　ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０とオンライン課金のためのＯＣＦ ３１との間には、リファレンス
ポイントＲｏｉがある。ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０とオフライン課金のためのＣＤＦ ３２との
間には、リファレンスポイントＲｆｉがある。ＣＤＲを送信するために、ＭＴＣ－ＩＷＦ
 ４０は、ＯＣＦ ３１又はＣＤＦ ３２のアドレスが設定されている。これは、オンライ
ン課金であるかオフライン課金であるかをＭＴＣ－ＩＷＦ ４０が区別できるように、オ
ペレータによって決定され得る。
【００２４】
＜ＣＲＤ生成＞
　ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０において課金するための事前設定ルールを提案する。ＳＤＴメッ
セージ又はＭＴＣデバイストリガメッセージを受信すると、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、適
切にＣＤＲを生成するために、そのメッセージがＳＤ（Ｓｍａｌｌ Ｄａｔａ）又はデバ
イストリガを運ぶかどうか、及びペイロードサイズを検証する。
【００２５】
　ＭＴＣデバイストリガ及びＳｍａｌｌ Ｄａｔａは、パケットサイズが制限されている
。したがって、課金は、いくつのＭＴＣデバイストリガ又はＳＤが配信に成功したかによ
って決まるべきである。したがって、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、課金目的のためのカウン
タが設定される。
【００２６】
＜新たなトリガイベント及びＣＤＲタイプ＞
　ＵＥからのアップリンクＳＤ（ＭＯ－ＳＤ）、ダウンリンクＳＤ（ＭＴ－ＳＤ）、及び
ＭＴＣデバイストリガ（ＴＲＩＧＧＥＲ）、の３種類のイベントを作ることを提案する。
【００２７】
　ＣＤＲは、ＭＯ－ＳＤ－ＣＤＲ、ＭＴ－ＳＤ－ＣＤＲ、及びＴＲＩＧＧＥＲ－ＣＤＲ、
のイベントトリガに基づいて定義される。ＣＤＲの生成は、ＭＯ又はＭＴ方向のＳｍａｌ
ｌ Ｄａｔａ、及びＭＴＣデバイストリガの成功した配信によってトリガされる。
【００２８】
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　ＭＯ－ＳＤ－ＣＤＲは、ＭＴＣ ＵＥ １０の代わりにＭＴＣ－ＩＷＦ ４０を経由する
ＭＯ方向のＳＤの送信に関連した課金情報を収集するために使用される。ＭＯ－ＳＤ－Ｃ
ＤＲ生成のためのイベントトリガは、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０が、ＳＣＳ ５０からＭＯ Ｓ
Ｄ Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）を受信したと
きである。ＭＯ－ＳＤ－ＣＤＲは、可能であれば、例えば、ＣＤＲタイプ、カウンタ、Ｕ
Ｅ識別子、加入者ＩＤ等を含む。
【００２９】
　ＭＴ－ＳＤ－ＣＤＲは、ＳＣＳ ５０の代わりにＭＴＣ－ＩＷＦ ４０を経由するＭＴ方
向のＳＤの送信に関連した課金情報を収集するために使用される。ＭＴ－ＳＤ－ＣＤＲ生
成のためのイベントトリガは、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０が、ＭＴＣ ＵＥ １０からＭＴ ＳＤ
 Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ＡＣＫを受信したときである。ＭＴ－ＳＤ－ＣＤＲは、可能
であれば、例えば、ＣＤＲタイプ、カウンタ、ＵＥ識別子、加入者ＩＤ等を含む。
【００３０】
　ＴＲＩＧＧＥＲ－ＣＤＲは、ＳＣＳ ５０の代わりにＭＴＣ－ＩＷＦ ４０を経由するダ
ウンリンク方向のＭＴＣデバイストリガの送信に関連した課金情報を収集するために使用
される。ＴＲＩＧＧＥＲ－ＣＤＲ生成のためのイベントトリガは、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０
が、ｅＮＢからＭＴＣ ｄｅｖｉｃｅ ｔｒｉｇｇｅｒ ｄｅｌｉｖｅｒｙ ＡＣＫを受信し
たときである。ＴＲＩＧＧＥＲ－ＣＤＲは、可能であれば、例えば、ＣＤＲタイプ、カウ
ンタ、ＵＥ識別子、加入者ＩＤ等を含む。
【００３１】
　以下の表１に、ＣＤＲのフィールドの例を挙げる。
【００３２】
【表１】

【００３３】
　表１において、Ｒｅｃｏｒｄ Ｔｙｐｅフィールドは、ＣＤＲ生成のためにカウントさ
れるＭＯ ＳＤメッセージ、ＭＴ ＳＤメッセージ、及びＭＴＣデバイストリガのうちの一
つを示す。ＵＥ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒフィールドは、ＭＴＣ ＵＥ １０の識別子を示す
。Ｏｎｌｉｎｅ／ｏｆｆｌｉｎｅフィールドは、ＣＤＲがオンライン又はオフラインのた
めに送信されることを示す。ＳＣＳ ｉｎｆｏフィールドは、ＳＣＳ ５０の情報及び／又
はアドレスを示す。Ｓｅｒｖｉｎｇ Ｎｏｄｅ（ＭＴＣ－ＩＷＦ）フィールドは、ＭＴＣ
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－ＩＷＦ ４０の情報及び／又はアドレスを示す。Ｕｓｅｒ Ｌｏｃａｔｉｏｎ Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎフィールドは、メッセージが発生されたユーザ位置情報を示す。Ｍｅｓｓ
ａｇｅ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅフィールドは、ＣＤＲを一意的に識別するためのリファレン
スを示す。Ｅｖｅｎｔ Ｔｉｍｅ Ｓｔａｍｐフィールドは、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０によっ
てメッセージが受信された時間を示す。Ｃｏｕｎｔｅｒフィールドは、カウンタの値を示
す。
【００３４】
　なお、課金のためのＤｉａｍｅｔｅｒメッセージを使用する場合、他のＰＣＮ（Ｐａｃ
ｋｅｔ ｓｗｉｔｃｈｅｄ Ｃｏｒｅ ｎｅｔｗｏｒｋ Ｎｏｄｅ）と同様に、Ｄｉａｍｅｔ
ｅｒ Ｃｒｅｄｉｔ Ｃｏｎｔｒｏｌ及びＡｃｃｏｕｎｔｉｎｇ－Ｒｅｑｕｅｓｔメッセー
ジにおけるサービスインフォメーション（３ＧＰＰ ＴＳ ３２．２９９参照）にＭＴＣイ
ンフォメーションの新たなフィールドを追加してもよい。
【００３５】
＜ローミングするケース＞
　ＶＰＬＭＮ（Ｖｉｓｉｔｅｄ ＰＬＭＮ（Ｐｕｂｌｉｃ Ｌａｎｄ Ｍｏｂｉｌｅ Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ））にＭＴＣ－ＩＷＦがある場合、ＶＰＬＭＮにおけるＭＴＣ－ＩＷＦ（Ｖ－Ｍ
ＴＣ－ＩＷＦ）は、ＭＴＣデバイストリガ、ＭＯ及びＭＴ ＳＤＴのカウントを記録し、
ＣＤＲを生成して送信するように構成されてもよい。メカニズムはローミングしないケー
スと同様である。
【００３６】
　次に、図２及び３を参照して、実施の形態にかかる処理例を詳細に説明する。なお、Ｍ
ＴＣ４０の構成例については、後に図４を参照して説明する。
【００３７】
　ＭＯ ＳＤＴのためにＣＤＲを生成する場合、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＳＤペイロード
サイズ、カウンタ計算タイミング（ｃｏｕｎｔｅｒ ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎ ｔｉｍｉｎ
ｇ）、及び、ＣＤＲ生成及び送信タイミングを含むＭＯ ＳＤＴのための課金条件が設定
される。
【００３８】
　具体的には、図２に示すように、課金条件及びタイミングのための設定は、ＭＴＣ－Ｉ
ＷＦ ４０において実行される（ステップＳ１）。ＭＴＣ ＵＥ １０がコアネットワーク
及びＭＴＣ－ＩＷＦ ４０にアタッチされ、認証されるとき、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、Ｕ
Ｅ加入者サービスのためのカウンタを生成することができる。当該カウンタの初期値は、
０に設定される。
【００３９】
　その後、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＭＴＣ ＵＥ １０からＳＤＴメッセージを受信する
（ステップＳ２）。
【００４０】
　このとき、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、受信したメッセージが課金されるべきか否かを検
証する（ステップＳ３）。
【００４１】
　例えば、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、受信したメッセージが、ＭＯ ＳＤメッセージ、ＭＴ
 ＳＤメッセージ、ＭＴＣデバイストリガ、又は、異なるメッセージであることを示す、
受信したメッセージに含まれるインジケータに基づいて検証を実行する。この場合、検証
は簡単に実行することができる。
【００４２】
　ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、受信したメッセージの実際のサイズにさらに基づいて検証を
実行してもよい。上述したように、ＳＤメッセージのサイズは１ｋＢ以下である。したが
って、実際のサイズが１ｋＢ以下であるとき、受信したメッセージが課金されるべきであ
ると決定する。この場合、悪意のあるユーザが、低価格でサービスを受ける目的で、従量
制で課金されるべきラージサイズメッセージのインジケータを偽造することを防止する。
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【００４３】
　ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＭＴＣデバイス １０及びＳＣＳ ５０が相互に通信すること
について承認されているか否かにさらに基づいて検証を実行してもよい。ＭＴＣ－ＩＷＦ
 ４０は、ＭＴＣデバイス １０及びＳＣＳ ５０の両方が承認されているとき、受信した
メッセージが課金されるべきであると決定する。この場合、悪意のある攻撃又は同様のも
のが原因である課金を防ぐことができる。
【００４４】
　ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０が検証に成功した場合、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＳＤＴメッセー
ジをＳＣＳ ５０へ配信する（ステップＳ４）。
【００４５】
　ＳＣＳ ５０は、ＳＤＴメッセージの受信に成功すると、Ｓｍａｌｌ Ｄａｔａ Ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ＡＣＫメッセージを返す（ステップＳ５）。
【００４６】
　ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＳＣＳ ５０からＳｍａｌｌ Ｄａｔａ Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎ ＡＣＫメッセージを受信すると、カウンタ計算を実行する（ステップＳ６）。具体
的には、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、カウンタの値を１増加させる。
【００４７】
　Ｓｍａｌｌ Ｄａｔａ Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎが必要である場合、上述のステップＳ
２からＳ６は繰り返される（ステップＳ７）。
【００４８】
　その後、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、所定のタイミングでＭＯ－ＳＤ－ＣＤＲを生成する
（ステップＳ８）。
【００４９】
　そして、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、所定のタイミングで生成されたＣＤＲをＯＣＦ／Ｃ
ＤＦ ３０へ送信する（ステップＳ９）。
【００５０】
　ＭＴＣデバイストリガ又はＭＴ ＳＤＴのためのＣＤＲを生成する場合、図３に示すよ
うに、課金条件及びタイミングのための設定がＭＴＣ－ＩＷＦ ４０にて実行される（ス
テップＳ１１）。ＭＴＣ ＵＥ １０がコアネットワーク及びＭＴＣ－ＩＷＦ ４０に、ア
タッチ及び認証されるとき、ＭＴＣ－ＩＷＦは、ＵＥ加入者サービスのためのカウンタを
生成することができる。そのカウンタの初期値は、０にセットされる。
【００５１】
　その後、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＭＴＣデバイストリガメッセージ又はＳＤＴメッセ
ージをＳＣＳ ５０から受信する（ステップＳ１２）。
【００５２】
　このとき、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、受信したメッセージが課金されるべきか否かを検
証する（ステップＳ１３）。この検証は、図２と同様の方法で実行することができる。
【００５３】
　ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０が検証に成功した場合、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＭＴＣデバイス
トリガメッセージ又はＳＤＴメッセージをＭＴＣ ＵＥ １０へ配信する（ステップＳ１４
）。
【００５４】
　ＭＴＣ ＵＥ １０は、ＭＴＣデバイストリガメッセージ又はＳＤＴメッセージの受信に
成功すると、ＭＴＣ ｄｅｖｉｃｅ ｔｒｉｇｇｅｒ ＡＣＫメッセージ又はＳｍａｌｌ Ｄ
ａｔａ Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ＡＣＫメッセージを返す（ステップＳ１５）。
【００５５】
　ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＭＴＣ ＵＥ １０からＭＴＣ ｄｅｖｉｃｅ ｔｒｉｇｇｅｒ 
ＡＣＫメッセージ又はＳｍａｌｌ Ｄａｔａ Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ＡＣＫメッセー
ジを受信すると、カウンタ計算を実行する（ステップＳ１６）。具体的には、ＭＴＣ－Ｉ
ＷＦ ４０は、カウンタの値を１増加させる。
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【００５６】
　ＭＴＣデバイストリガ又はＳｍａｌｌ Ｄａｔａ Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎが必要であ
る場合、上述のステップＳ１２からＳ１６は繰り返される（ステップＳ１７）。
【００５７】
　その後、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、ＭＴ－ＳＤ－ＣＤＲ又はＴＲＩＧＧＥＲ－ＣＤＲを
所定のタイミングで生成する（ステップＳ１８）。
【００５８】
　そして、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、生成されたＣＤＲをＯＣＦ／ＣＤＦ ３０へ所定のタ
イミングで送信する（ステップＳ１９）。
【００５９】
　本実施の形態によれば、ＭＴＣ－ＩＷＦに対して、ＳＤＴ及びＭＴＣデバイストリガの
課金のためのＣＤＲの生成及び送信を行うための解決策を提供することができる。Ｓｍａ
ｌｌ Ｄａｔａ及びＭＴＣデバイストリガパケットは、単にサイズが制限されているため
、パケットサイズではなく、配信に成功しているＳＤＴ又はＭＴＣデバイストリガの数　
　　に基づいてＭＴＣ ＵＥに課金することが必要である。ＭＴＣ－ＩＷＦは、ＭＯ／Ｍ
Ｔ ＳＤＴ又はＭＴＣデバイストリガの課金のためのカウンタを簡単に備えることができ
る。
【００６０】
　次に、図４を参照して、実施の形態にかかるＭＴＣ－ＩＷＦ ４０の構成例について説
明する。
【００６１】
　図４に示すように、ＭＴＣ－ＩＷＦ ４０は、中継部４１と、カウント部４２と、生成
部４３と、を備えている。中継部４１は、ＭＴＣ ＵＥ １０とＳＣＳ ５０との間の制御
プレーンを介するＭＯ ＳＤメッセージ、ＭＴ ＳＤメッセージ、及びＭＴＣデバイストリ
ガメッセージを中継する。カウント部４２は、例えば上述したカウンタによって、中継に
成功したメッセージの数をカウントする。生成部４３は、カウントされた数に基づいて、
ＭＯ－ＳＤ－ＣＤＲ、ＭＴ－ＳＤ－ＣＤＲ、又はＴＲＩＧＧＥＲ－ＣＤＲを生成する。Ｍ
ＴＣ－ＩＷＦ ４０は、生成されたＣＤＲをＯＣＦ／ＣＤＦ ３０へ送信する送信部４４を
含むことができる。なお、これら４１から４４のユニットは、バス又は同様のものを介し
て相互に接続されている。これら４１から４４のユニットは、例えば、コアネットワーク
内の、ＭＴＣ ＵＥ １０、ＳＣＳ ５０、ＯＣＦ／ＣＤＦ ３０、及び他のネットワークノ
ードの通信を実行する送受信機、及び、これらの送受信機を制御する例えばＣＰＵ（Ｃｅ
ｎｔｒａｌ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｕｎｉｔ）などのコントローラにより構成することが
できる。
【００６２】
　なお、本発明は、上記の実施の形態によって限定されるものではなく、特許請求の範囲
の記載に基づき、当業者によって種々の変更が可能なことは明らかである。
【００６３】
　上記の実施の形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載され得るが、以下には
限られない。
【００６４】
（付記１）
　ＣＤＲの伝送のために、ＭＴＣ－ＩＷＦとＯＣＦ／ＣＤＦとの間の新たなインタフェー
ス（Ｒｏｉ及びＲｆｉ）が定義される。
【００６５】
（付記２）
　ＭＴＣ－ＩＷＦは、ＯＣＦ又はＣＤＦのアドレスが設定される。
【００６６】
（付記３）
　カウンタは、ＭＴＣ－ＩＷＦにおいて、ＭＯ及びＭＴ ＳＤＴ、又はＭＴＣデバイスト



(10) JP 6489121 B2 2019.3.27

10

20

30

リガの伝送課金のために定義及び設定される。
【００６７】
（付記４）
　ＭＴＣ－ＩＷＦは、課金のための情報を記録する。
【００６８】
（付記５）
　ＭＴＣ－ＩＷＦは、ＣＤＲ生成のために、どのＣＤＲを生成するかを決定するためのイ
ベントトリガが設定される。
【００６９】
（付記６）
　ＭＯ ＳＤＴ課金のためのＭＯ－ＳＤ－ＣＤＲ、ＭＴ ＳＤＴ課金のためのＭＴ－ＳＤ－
ＣＤＲ、及びＭＴＣデバイストリガ伝送課金のためのＴＲＩＧＧＥＲ－ＣＤＲ、という新
たなＣＤＲが定義される。
【００７０】
（付記７）
　ＭＴＣ－ＩＷＦは、ＣＤＲにおいて可能であれば、ＣＤＲタイプ、カウンタ、ＵＥ識別
子、及び加入者ＩＤを、新たに定義したインタフェースを介して、オンライン及びオフラ
インの別々の課金のためにＯＣＦ又はＣＤＦへ伝送する。
【００７１】
　この出願は、２０１３年９月１２日に出願された日本出願特願２０１３－１８９７７６
を基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【符号の説明】
【００７２】
１０　　ＭＴＣ ＵＥ
２０　　ＭＭＥ
３０　　ＯＣＦ／ＣＤＦ
３１　　ＯＣＦ
３２　　ＣＤＦ
４０　　ＭＴＣ－ＩＷＦ
４１　　中継部
４２　　カウント部
４３　　生成部
４４　　送信部
５０　　ＳＣＳ
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